




この冊子は環境科学会35周年を記念して行われる事業の一環
として発刊されるものです｡ 環境科学会では､ 設立25､ 30周年
においても同様の企画を実施しており､ 本冊子は実施３回目､
企画のスタートから10年ということになります｡ 内容は､ 日本
で環境を研究する多くの研究室から提供いただいた､ 研究の概

要､ スタッフの連絡先などの情報を１件あたり２ページで簡略にまとめたものです｡
本冊子はファイルとして提供されているので､ 例えば ｢化学物質｣ に関わる研

究をやっている研究室はどこにあるのか､ などと言ったことが簡単に検索でき､ 連
絡先を見つけることもできます｡ 自分があまりよく知らない分野の人とコンタクト
するとか､ 高校生の方が将来の進路を見つけるとかの目的には特に有用でしょう｡
このような実用的価値以外にも､ 本冊子を通して眺めてみれば (決して悉皆的な
ものではありませんが)､ 現時点での日本の大学・公的研究機関などにおける環
境研究のおおまかな傾向を知ることができます｡ それは現時点で世界と日本の環
境が抱えている問題群を反映しているはずです｡ 目次に並ぶ研究室の名称ひとつ
とってみても､ 環境研究がいわゆる文理の境界を越えて広がっていることが一目
瞭然です｡ 本冊子全体は環境研究のState-of-Artを知るにも有用と言えるでしょう｡
これまでの環境研究は､ “分けて考える”やり方で進んできました｡ 現象の本
質に関与する要素を､ 環境という漠とした全体から取り分けて分析するというの
が基本的な方法論であったように思います｡ 公害を初めとする多くの環境問題へ
の対策はこの方法論によって可能になったと言えます｡ しかし､ 気候変動､ 生物
多様性の減少､ 食糧・水の危機といった最近の問題は､ この“分けて考える”や
り方の限界を感じさせます｡ 気候変動はCO2をはじめとする温室効果ガスの問題
ではありますが､ 温室効果ガスの排出・吸収､ 社会・経済の動向､ さらには国際
関係など非常に多くの要素が絡み､ その全体像を把握しないと､ 対策を設計でき
ません｡ 気候変動に限らず“人新世”の地球環境は人間活動の産物で､ その人間
活動は人間の暮らす社会・文化から大きな影響を受けます｡ こう考えると､ 環境
研究が大きな広がりを持つのは必然と言え､ 今後の環境研究には多分野に散らば
る知識を“合わせて考える”という方向性がますます重要になってくるでしょう｡
本冊子の目次に並ぶ極めて多分野にわたる研究室同士が連携することが求められ
ることになると思いますが､ 環境科学会がそのような連携を構築する場となるこ
とを願ってやみません｡
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東京工業大学／村山・錦澤研究室 48
東京農業大学／環境科学研究室 50
東邦大学／環境ビジネス研究室 52
東洋大学／環境マネジメント研究室 (荒巻ゼミ) 54
法政大学／藤倉研究室 56
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